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核桝における S 0R実験の現状は,S0R取出口の数 ,装置による制約の

ために,専門分野の異なるいくつかの大学 ･研究室の研究者が集 り,チ-マ

を絞 り,一丸 となって装置の軽設及び実験に当っています . この体制は S0

R実根を,日本における特殊な研究 各 庁の下で,現在の水準にまで引上げる

のに寄与したわけですが,参 加していも各偶人,各研究室の専門を全面軌 二

塗 か し,研究を多面的に発展させるとい う点では京大な欠陥をもってお り,

当初か ら何時 ,如何にしてこの壁を破るかとい うことが問題にされて きまし

た o S ORの利用は物性物理に凝 らず,応用分野が広いとい うことが一つの

特色ですか ら,研究組織 ･体制については,将来計画の菱要な部分 として十

分考慮す る必要があります O

光源用ス トアレージ ･リングは,装置の規模か ら見て ビッグ ･サイエンス

の中に入れる程大型ではありませんが,従来の分光実験の●枠 より桁違いに大

きいもりです し,核楢における SOR実頬と比醸 しても一段と飛埴 すること

にな ります ｡ 光源用 ス トアレ- i>･リングの建設は,もともと研究上の要請

か ら生 まれた問題ですが,いざ兵権的な 目 標にな っ七来 ますと,研究項 目,

日額とその効率についての精密な評価だけでな く-,その利鞘をめ ぐって組 威

･体制 の検討が必要 となります｡核研における S OR実験のかかえている,

1.)装置 ･施設, 2) 研究内容, 51 研究紐璃 ･体制の詳細竃への取組み,

努力 ,蓄積tli発展的にス トアレージ'･リング完成時につなが り,或 '5時点で

飛握杓に新 しい正式の塔剤に転換をとげるのが増額的であると考えられ ます｡

現在 までの各軌 こおける SOR実顔は,おおよそ帝⊥表に示す ような状態
1) 2)

です o DESY 及 び MURA の レポー トに見 られるように,一般的なsoR

1) R･Hansel,C･Kunzニ DESY 67/15 Mai 1967
21 F.C.BrrJWn et al: Solid State Panel Subcommitee
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分光研舞の項 目,目顔についても盛んに論義 されていますb日本で も一般的

な研究項 目,目顔の論講は積婁ね られ,折々に公表 されています｡ (例えば

51.- 71) このような諸情報を参考にして, S0Rを利鞘する研究軍 目を

禍蘇町に挙げる.と'穿き二義のようにな りますO ｢s oRを利鞘する｣と云 うか

らには SORO)特性 - 亜広大な波長領域,②連続性,③感度 大,④偏光姓 ,

(:Sj指向性,⑥ 標準性,⑦清浄牲 - を生かしているとい うことが二選択の基準
O

になりますが , 10口OA以下の極端紫外線,軟 X線街域では SORに匹敵す

る偏光 した.連続光源がないため,この領域の現象は全部研究目標に入 ると云

って渦亭ではありませんOまた,超高真空を要求 されるス トア-･V一一㌔ ･リ.i

グを用いる段膳 において も,電場 p麓堵 ･ stressによる変調 ,超高圧,極

低温等お よそ光学制定に用いられ る方法は.技′刺桝榔詳さえ解決 され れば,

すべて使えます｡第二表の 5-▲6は縛に.SORの出現によって生 まれで釆Aた

研究議題 として注目す る必要があります｡

第二表は S OR分光の一般的研究説琴であって,鰍 ニス トアレ- L>･リン

グの使用を念頭 に壱いたものではありませんOス トアL/-i>･リングの利用

とい うことになると,シンクロ 巨3.Yと比較したス トア レ- J ･リングの特

徴 - 1) 安定性, 2) 強度, 5) 清浄性 (超高葵空の使庸)- を生かす

ことが墓室な問題とな って来ます ｡ 1) 安定性を生かすとい うことは,測定

方法 として擦別に写烏法であることを凄求されるもの以外はすべて光電測光

方式を周いるということになります｡測定の能率向上 ,放射線か らの防護の

偶感 と鞄蓮 して,光電測光 と冶合 した Compuもerに よるデー タ処遁方式を

考える必要もあります ｡ 2) 強度が大であるとい うことは,建設 される リン

グの性能にも依存す ることですが,s 0R用分光 器の開発◆と共に,これ らが

実増 した際には照射用光源 として多方面.,=利用することが可能にな ります .I

強度を利用した蛍光軟 X線によるバ ン ド構造,プ ラズマ,プラズマ ロン効果

5) 小塩.笹沼.佐川,佐々木 ; 物性 7 (1967)555

4) 小塩 .笹沼,佐々木 ; 日承物理学会誌 22 (19(17)2,85

5) INS- SoR グループ ; 物性研だよ() A (1967)1,7 (1967) 1

6) 豊沢 豊 ; 科学 旦Z (1967)290

7) 佐川.井口 ; 固体物甥 2 (1967)24,2 (1967) 10

-貞7〔ト



基研研究会報告

の研究は画欄的な成果 を生みだす可能性があります｡ 51 清浄鮭は,鰍 高真

空 とい う技術的な掛韓を伴 うので,一面では否定的効輿を与えますが,表面

の状態によって影響を受け易い光電子放 出の実麟等に期待.j]ミもてま｢㌻-O.以上

の 5点以外に偏光性を利用した多体効果o)掛野は SORの 特性を端的rT鮭か

したものですから,蔓点の-つになると考えちれます｡

具体的に研究を澱め るに当っては,この外,参加 -3-る各研究者の専門,日

本の穫傭水準 ,その時点で,))a OR分光の研究成常,実故殺梅の状熊等を考

演-して日東の研究条件に諭 した 目標を立てる必要があります｡ この ような点

に陣 して外国で釘計画も葦考LL=なると考え,wiscons士1inQl当面の計画 の

大様 を東三菱に示 しましたO具体的な研究計画を観るについては,実線希望

者が犠 って,庚に立入 った討論を賓ねろ必要性と,核研 3)塊状釘車で_成 巣を

積上げて行 くことの必革軽を述べて,この項 を終 りますO
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第 2 裏

目 バ ン ド聞遷移

パ シ ド構乳 van Hove特 異性

状態密度 ,フエル ミ･エネルギ-,

21 多体効果

a. 励起子 b. 準安定励起子

C. プ ラズモン d. プ ラズマ ロシ

e.多電子励起

5) 着色,蛍光

4) d電子の関与す る一現象

51 ラクエ等 亀

日 光亀亜 2) 自助電報 5)額光

り S 0R分光計 2'1 光速度 5)コヒーレンス

11 分光 器,綾知韓較正 21光 強度絶対測定

贈射光 源 放 射観傷

ヒ-ム ･モニタ リング

第 5 表

WiscoエコSirユストアレーi:A,:リングによるSOR実 戒プログラム

イ リノ イ大

シ̀カ ゴ大

アイ オ ワ大

アルコソヌ研

ウイス コソUソ大

(藤 凹 :物 性 8 (′67)611)

絶縁体泰:B:晶の反射,光学定数

金 童 ･.絶縁体 ピエゾ反射

出体の反射 .プラズマ効巣

水素 ･稀 ガス自功竃頬

質畠分析器に よる高分解能測定

酸素光電噂

太陽望遠鏡較正

固体 の蛍光
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